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以前に配ったプリント『求積の原理』で説明したように,面積を求める根本的な原理は「細かく長方形に

分割して寄せ集める」というものでした.

υ=″2を例にとって考えると,区間 0≦ ″≦1を π等分して長方形の面積の総和を計算すると,

υ=″ 2

(長方形の面積の総和)
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(長 方形の面積和)

一般に次の関係式が成立します

Point

上の関係式のイメージ
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囲 大抵の川 と この関係式を見るとビ劇 試 hmや Σ さ引
可

まQ今 までの役者産

部登場した感じです 盆と正月が一緒に来た感 じ (っ て  違うか)次 のようにイメージしよう
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α″ とは究極に細かく分割したときの横幅のことだから,π ―→ ∞ のとき,
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にそれぞれ変化したと考えるのです.   ミn4Ft・がスゴイ

したがって,上の関係式の両辺の各部分が次のように対応 していると考えることができます
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関係をイメージすることが大切です.


